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<事例分析>学校の自律性・責任体制確立への取り組
みと課題 : 二つの先進的な事例に基づく検討 (<特
集>学校の自律性と責任)
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経営における企画書が、 「具体的なアイディアが成功する裏付けや根拠、論理j 、 「企画の内容は



























































































浜之郷小学校の学校経営の課題は、 i 2つのCJ として掲げられている。すなわち iLearning







































































































































































































(1) 堀内孜『学校経営の機能と構造』、明治図書、 1985年、 161・163頁。
(2) 吉本二郎『学校の経営行為と責任』ぎょうせい、 1984年、 182頁。
(3) 市)1 Ilj午「シンポジウム『学校の責任と限界』提案四・学校の責任に関する一般理論J日本
教育行iF文学会紀要第 8 巻『学校の責任』、教育!~再発研究所、 1982年、 259頁。
(4) 我々が同校を訪問した状況は以下の通りである。























めて教育をひらき授業を変えるr(第 2年次) ~、 1999年 12月 3 目。
神奈川県立茅ヶ崎市立浜之郷小学校教育研究会「公開授業指導構想・前期学級カリキュラム集J、
1999年12月3日。
(9) 本論文原案に対する大瀬敏昭校長によるコメントより (2000年2月)。
(10) 一般的には校内研修が両者をつなぐ役割を果たすとされているが、その虚実を明らかにする
ことは今後の課題としておきたい。
(11) 実践的には教員のキャリアと関わって経営者育成ということも課題となろう。学校や教員が
自律的であるためには、教員のキャリアの問題を切り離すことはできない。
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